
日拷：琴盛ls年1ロ月la日

　　会壇：氷jll櫛杜

金子ゴールデン記念碑

　建立実行委員会

ご挨拶

　記念碑｢ビール麦･金１ゴーなデン発抒の地｣がここに建

立され､大勢の皆様のご臨ぽのもと､式典が執り行えますこ

とは､ｔ催者として杯びにたえません。

　明治33年(1900)､北豊島郡中新井村の金予il瓦郎翁

が外国種と国産種の自然交雑の中から選抜したピール麦･

金rゴールデンを育成して､はや､自･兪年か経過しました。

　金Fゴールデンは､?一生で草丈が低いために､成熟して

も舞れにくいことから､栽培しやすく、-時は｢欠羽｣の愛祢

で､関東･円に栽培が広がりました｡戦後は､この種子を親

とした優良品槐か育種されたことから､それらにとって代わ

られましたが､農家経営の安定に果たした役割は火きなも

のかあります。

　今||､ビール麦の品種改良や､醸造技術の著しい発達に

より､ビールは庶民生活に無くてはならないまでに好まれて

います。

　このようなことから､乎成15年かつて栽培に励んだ生産

者達から､初期の我が14ビール醸造に貢献した､翁の功績

を後世､ぷえようとの例４艇しｔわき起こり､農業･1物

資源研究所から取り寄せた一握りの金子ゴールデンを､繰

り返し栽培するという努力によって､本目､ビール麦の使命で

ある醸造により､ビールの黎明期､明治の味が復活するまで

にいたりました。

　最後に､金子家の廠T様･豊瓦氷川神社の境内に記念

碑を建｡･､するにあたり､ご珊解とご協力をいただきました皆

様と､金ｆゴールデンの栽培にご努力いただいた生痴名の

皆様､ビール醸造にご協力をいただいた関係各位に感謝を

申しあげ､ご挨拶といたします。

　　　　甲成18年10月1卵
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経過報告 実行委員会
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金子ゴールデン記念碑

　　建立式典式次第
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‘11虚15年IJI　�奪碑撞･･1･｡・杓委l･1金･鶴超λ１�傭。

　　　　　S月に痍そilll読定.s月に‐齢碑建�

　　　　　￥Ｓ旭(浪jll神社)を桐塵Ｌた。

1寥趣1641d｣ljA血�あ一ぱ澗．ＳＩにて｡金子ゴール

　　　　　デンの収‐､１１碑・.a.をJA鳶京あjl

　　　　　ぱの･S・の･竃とＬて取り翻むことを侠

　　　　　定Ｌた。

'll趣la!|!11｣･l鐘･il塞組●氏､-‘ll和舎･lJ.｢盾氏､士

　　　　　重・･jjヽXll廣寅jl､ll梢・･illl・氏の

　　　　　憧力を得て､11一ａｌ●!３Ｍｓ・】にピ

　　　　　ール麦を擢欄。

｡111-虚|?!lj･S｣1　ピール麦●ilり竃句､脱繭した。収‐li

　　　　　SO咄lであ、た。

ll･S17年10Jj実唇ｌａ会を|●･IL.'･･記事・を決走Lた。

　　　　　1)痙li●111●を禰‐疸Ｌ､末討艦合曼

　　　　　　ｊ･ｌｌに放征tl。

　　　　　11jA罵京あ1ljill傭者となｉため、
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　　　　　　響１益､一聞､畳ljlを仙顛t＆.

　　　　　d】事●局はJA鳶宸島jllZ指導笛璃ｌ
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